


可、グコ
9
月
幻
日

・
訪
日
の
両
日
、

町
民
総
合
体
育
館
を

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
第

2
M令
同
ビ

i
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
親
善
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
友
川
町
都
市
む
子
県
釜
石
市
か
ら
2
チ

ー
ム

が
初
参
加
し
た
の
を
は
じ
め
、

悩
同
県
、
広
島

県
、
東
京
都
な
ど
県
外
勢
7
都
県
日
チ
ー
ム
を
含
め
、

1
2
9
チ
l
ム
約
9
0
0人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
全
チ
ー
ム
を
3
チ
l
ム
ず
つ
の
判
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
2
日
目

に
は
、
子
戦
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
男

f
m、
女
子

ωの
合
わ
せ
て
ω
∞
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

出
場
し
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
し
か
も
子
戦
リ

ー
グ
を
勝
ち
抜
い
た
チ
ー
ム
と
あ

っ
て
実
力
が
伯
中

－、

、f

~ 

v 

し
、
’
円
熟
し
た
試
合
が
続

き
、
詰
め
か
け
た
観
衆
を
沸

か
し
て
い
ま

し
た
。

ム

今
川
の
入
賞
チ
ー
ム
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
男
子
マ
お
歳
以
上
①
間
町
ク
ラ
ブ
（
大
門
）
②
宮

崎
体
協
（
朝
日
）

③
定
塚
ク
ラ
ブ
（
高
岡
）

V

K

N

議

以
上
①
福
光
ぶ
躍
ク
ラ
ブ
（
悩
光
）

②
川
原
ピ
ー
チ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
高
附
）
③

い
い
ち
こ
（
朝
日
）

V
女
子
V

M
歳
以
ド
①
内
向
レ
イ
ン
ボ
ー

（
高
岡
）

②
や
ま
ぶ
き
｛
庄
川
）

③
下
奈
比
（
氷
見
）
マ
お

i

村
蔵
①
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
（
城
端
）

②
金
山
球
友
会
｛
朝

日
）
③
偏
光
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
福
光
）

V

M

N

議
以
上
①

ス
マ
イ
ル
ビ
ー
チ
（
朝
日
）

②
峨
端
（
械

端）

③
舟
橋
B
B
ク
ラ

ブ
（
舟
橋
）

舗
山
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J
・
円
げ

－
グ
ラ
フ
特
集
「
ピ
ー
チ
全
国
大
会
」
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昭
和

ω年
第
5
回
朝
日
町
議
会
定
例
会

昭
和
的
年
第
5
回
朝
日
町
・
金
定
例
会
は
、
会
期
を

9
月
刊
白

か
ら
お
日
ま
で
の
旬
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
定
．

舎
定
例
会
で
は
、
開
会
自
の
旬
日
巳
昭
和
問
年
度
普
通
・
企
業

会
計
決
算
怠
ど
初
案
件
ガ
上
程
さ
れ
、
提
寮
理
由
脱
明
や
・
寮
の

細
部
説
明
ガ
あ
り
ま
し
定
．

そ
の
後
、
本
会
．
で
の
質
疑
を
経
て
、
所
管
の
各
常
任
賓
員
会

に
伺
庇
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畳
員
会
で
慎
量
怠
奮
．
ガ
量
ね
ら
れ

ま
し
た
．
そ
し
て
、
お
自
の
置
終
日
に
各
常
任
霊
員
畏
か
ら
書
査

結
果
ガ
報
告
さ
れ
、
量
買
畏
報
告
巳
対
守
る
質
廼
並
び
に
酎
騎
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
8
り
麗
定
、
可
決
、
承
認
、
同
意
、

同
憲
答
申
ガ
さ
れ
ま
し
た
．

筒
願

2
件
、
陳
情
2
件
の
’
査
結
果
に
つ
い
て
は
、保
択
T
件、

継
続
・
董
3
件
の
決
定
ガ
さ
れ
ま
し
た
．

ぎ
た
、
政
府
巳
対
す
る
憲
見
書
の
・
員
提
出
鴎
寮
3
件
ガ
追
加

上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
．

7

日常
一極
…一一’委
一一讃
……義
一報
告

総
務
毅
宵
要
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

復
旧
や
バ
イ
パ
ス
の
積
極
的
な
取
り

組
み
に
努
め
ら
れ
た
い
。

包

観
光
の
朝
日
町
で
あ
る
こ
と
を

厳
し
く
受
け
止
め
ら
れ
、
各
憾
の
観

光
周
遊
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
観
光
の

P
R
に
努
め
ら
れ
た
い
。

請
願
の
「
町
道
新
設
並
び
に
消
雪

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

地
区
悠
談
会
的
実
情
を
踏
ま
え
、

旧

審
議
委
員
に
、
新
た
に
教
育
に
精
通

し
た
人
を
加
え
た
審
議
会
を
設
置
し
、

前
向
き
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

装
置
の
設
置
に
つ
い
て
」
は
、
町
当

局
の
調
査

・
研
究
を
要
す
る
な
ど
、

諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
て
継
続
審
資
、

陳
情
の

「
消
雪
装
置
の
設
置
に

つ
い

て
」
は
、
願
意
妥
当
と
認
め
、
妹
択

に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

用
途
地
繊
の
霞
定

年
度
内
を
目
途
に

質

問

用
途
地
域
は
、
小
学
校
の

統
合
問
題
と
関
連
し
て
い
ま

す
。
と
一言う
の
は
、
統
合
小
学
校
の

建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
良
好
な
教
育

環
境
が
必
要
な
条
件
と
な
る
か
ら
で
、

現
在、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
乱
立
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
用
途
地
域
を

設
定
し
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
建
設
を

規
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
る
か
、
お
尋
ね
し
ま

す
。

答

弁

用
途
地
繊
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
昨
年
実
施
し
ま
し
た

都
市
計
画
基
礎
調
査
に
基
づ
き
紫
案

を
作
成
し
、
都
市
計
画
道
路
網
の
見

直
し
計
画
と
併
せ
て
、
現
在
県
と
協

議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
園
、
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
調
整
を
は
じ
め
、
地
元
説
明
会

や
公
聴
会
の
開
催
、
都
市
計
画
審
議

会
へ
の
諮
問
等
を
経
て
、
年
度
内
の

決
定
を
目
途
と
し
て

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

鋭
意
取
り
組

園

保

税

の

抑

制

国
庫
支
出
金
増
に
努
力

政
府
は
、
行
財
政
改
革
の

一
環
と
し
て
、
国
庫
補
助
金

の
一
律
一
割
カ

ッ
ト
や
廃
止
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の
特

別
会
計
も
国
庫
繍
助
の
削
減
に
伴
っ

て
、
被
保
険
者
に
対
す
る
税
率
ア

ッ

プ
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

国
保
加
入
者
の
負
担
能
力
は
限
界
に

き
て
い
る
と
恩
い
ま
す
。
税
率
の
抑

制
な
ど
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
考

え
が
な
い
か
、
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

国
庫
支
出
金
の
削
減
に
よ

っ
て
、
国
保
財
政
は
深
刻
な

情
勢
に
あ
り
ま
す
が
、

ω年
度
の
国

保
税
の
算
定
に
あ
た

っ
て
は
、
均
等

割
、
平
等
割
の
税
率
を
極
力
抑
え
る

な
ど
、
低
所
得
者
層

ιつ
い
て
、

十

分
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

日
年
度
で
は
、
国
庫
支
出
金
の
減

額
に
対
す
る
繍
完
姶
置
な
ど
、
未
確

質
問

包

各
事
業
に
お
け
る
用
地
の
事
務

処
理
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
対
処
す

る
な
ど
、
遺
憾
の
な
い
よ
う
万
全
の

惜
置
を
議
ぜ
ら
れ
た
い
。

陳
情
の

「非
核
宣
言
に
つ

い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
継
続

審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
少
数
意
見
と
し
て
、
採
択

に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

1
レ
わ
～
。

環
嶋
厚
生
震
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
、
承

認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
官
K
2
の
過
絞
に
お
い

て、

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

山
崎
診
療
所
の
建
設
に
伴
う
、

現
存
地
設
の
取
り
撲
し
に
あ
た

っ
て

は
、
保
育
活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
、
保
育
所
用
地
の
確
保
に
十

分
配
意
さ
れ
た
い
。

2
高
級
療
養
費
の
貸
し
付
け
制
度

が
発
足
し
て
か
ら
2
年
余
り
経
過
し

て
い
る
が
、
町
し
付
け
に
当
た
り
、

不
備
な
点
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

改
善
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

3

診
療
所
に
泊
病
院
の
医
師
を
派

定
要
紫
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

町
村
会
等
を
通
じ
、
国
・
県
に
対
し
、

国
庫
支
出
金
の
刷
増
額
を
強
〈
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

山
ぞ
い
地
績
の
莞
雷
対
策

克
雪
モ
デ
ル
計
画
に
反
映

山
ぞ
い
地
械
の
生
活
を
守

る
見
地
か
ら
、
冬
期
間
に
お

け
る
克
雪
対
策
が
必
要
で
す
。
厳
し

い
財
政
環
成
下
で
は
容
易
で
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
山
ぞ
い
地
蛾
の
消
雪
、

流
雪
、
俳
雪
の
実
施
計
画
を
早
急
に

立
て
、

年
次
計
画
に
基
づ
い
て
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

山
ぞ
い
地
域
の
消
雪
装
置

は
、
地
下
水
の
帯
水
層
が

一

般
的
に
薄
く
困
熊
で
す
が
、
昨
年
の

地
下
水
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
消
雪
装

置
の
設
置
可
能
路
線
に
つ
い
て
は
、

町
全
体
の
道
路
消
雪
計
画
の
中
に
お

り
込
み
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

路
面
流
雪
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

4
路
線
に
設
置
し
効
果
を
上
げ
て
お

り
、
今
後
も
実
行
可
能
な
路
線
か
ら

繁
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
除
排
雪
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
か
ら
山
間
地
織
に
小
型
除
雪
機

械
を
配
置
し
て
お
り
、
今
年
度
も
引

き
続
き
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。
総

合
的
な
克
雪
対
策
は
、
現
夜
取
り
組

ん
で
い
る
克
雪
地
機
モ
デ
ル
計
画
の

中
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

遺
し
て
お
ら
れ
る
が
、
現
行
の
委
託

料
で
は
、
実
状
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
も

あ
り
、
委
託
料
の
適
正
化
に
向
け
努

力
さ
れ
た
い
。

4
泊
病
院
は
、
地
域
の
中
核
医
療

機
関
と
し
て
、
総
合
病
院
化
を
目
指

す
と
と
も
に
、
中
期

・
長
期
の
財
政

計
画
の
樹
立
及
び
計
画
的
な
一
般
会

計
の
繰
り
出
し
な
ど
、
経
営
の
健
全

化
に
向
け
、
病
院
当
局
並
び
に
町
当

局
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た

諸
制
的

「保
育
所
統
合
に
伴
う
、

通
所
パ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
」
は
、

願
意
妥
当
と
認
め
ま
す
が
、
町
当
局

の
調
査
・
研
究
を
要
す
る
な
ど
、
裁

般
の
状
況
を
勘
案
の
？
ぇ
、
継
続
書
官

炎
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産
業
・
居
眠
震
貝
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
認
定
、
可
決
、
ゑ

認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

2
級
河
川
、
寺
川
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
抜
本
的
な
改
修
を
進
め
る

と
と
も
に
、
上
流
部
に
お
け
る
災
害

特
賞
ホ

l
む
の
入
居
と
鴫
員

1
月
か
ら
入
居
受
け
付
け

質

問

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
有

機
苑
」
の
工
事
が
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
入
所
希
望
者
の
受

け
付
け
は
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
る
の

か
。
ま
た
、
総
員
の
採
用
予
定
者
は

何
人
な
の
か
、
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

特
別
養
護
名
人
ホ
｜
ム
「有

機
苑
」
は
、
来
年
の
4
月

1

日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
建
設
中

で
、
そ
の
運
営
は
社
会
福
祉
法
人
「
有

機
会
」
が
行
い
ま
す
が
、
町
と
し
て

も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
で

す
。入

所
に
つ
い
て
は
、
昭
和
白
年
の

l
月
か
ら
町
で
受
け
付
け
、

4
月

1

日
か
ら
入
所
を
開
始
し
、

6
月
に
は

印
床
が
満
床
に
な
る
よ
う
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

職
員
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
の
「特

p
o
n
ヨ
n斗

－
強
会
だ
よ
り
＠

毘
定
さ
れ
た
も
の

昭
和
日
年
度
決
算

－
朝
日
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

・
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
間
水
特
別

会
計
銭
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

・
朝
日
町
保
健
文
化
賞
基
金
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
的
年
度
補
正
予
算

－
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（第

3
号）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

（第
2
号
）

－
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
｛
第
l
号）

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
総
正

予
算
（
第
l
号）

条

例

（
一
部
改
正
）

－
朝
日
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
済
崩

内.

に
関
す
る
条
例

i

．
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
置
等

鎗

‘

に
関
す
る
条
例

帽

や

そ

の

他

哩

。
．
字
の
区
繊
の
変
更
及
び
廃
止
の
件

制

・
・
普
通
財
産
の
譲
与

κ閲
す
る
件

れさ

－
 

E
 

に度年昨
朴＆

 

組
員
提
出
歯
眠
薬

・
昭
和
白
年
度
国
の
予
算
慨
算
要
求

に
関
す
る
意
見
書

－
老
人
医
療
費
自
己
自
担
額
の
大
幅

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

－
国
保
財
政
の
危
機
打
開
に
関
す
る

意
見
舎

承
回
帰
さ
れ
た
も
の

，
－
昭
和

ω年
度
抑
制
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を
任

命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

同
意
答
申
さ
れ
た
も
の

－
人
権
姥
暗
殺
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん

す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

前
鳳
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

・
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
保
育
所
統
合
に
伴
う
通
所
パ
ス
の

利
用
に
つ
い
て

・
町
道
新
設
な
ら
び
ド
消
雪
装
置
の

設
置
に
つ
い
て

・
非
絞
宣
言
に
つ
い
て

－
昭
和
印
年
刊
月
号
＠



別
養
譲
老
人
ホ
ー
ム
設
置
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
」
に
よ
り
、
医
師
、

看
議
婦
、
栄
養
士
、
生
活
指
導
員
、

調
理
員
な
ど
総
数
が
お
名
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

係
用
十
刀
法
に
つ
い
て
は
、
社
会
悩

祉
法
人

「有
線
会
」
か
・
旬
日
月
の
広

報

「あ
さ
ひ
」
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
転
用
の
認
可
後

質

問

町
長
は

ω年
度
の
底
本
方

針
の
中
で
、

「教
育
問
題
は
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
実
践
力
会
』
身

に
つ
け
る
徳
・
体
・
知
H

の
調
和
の
と

れ
た
人
間
伎
を
語
草
食
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
生

徒
の
体
力
向
上
を
図
る
た
め
、
朝
日

中
学
校
に
プ

l
ル
を
縫
設
す
る
J

と

力
説
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
工
必
着

工
の
時
期
は
、
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の

第

m
固

.育•Jftの建殴現舗

か
、
わ
ね
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

朝
日
中
学
校
プ
｜
ル
の
建

訟
に
つ
い
て
は
、

6
月
議
会

で
、
建
設
予
定
地
が
農
用
地
の
た
め
、

そ
の
除
外
後
で
な
け
れ
ば
建
設
で
き

な
い
旨
報
告
し
て
い
ま
す
．

現
夜
、
そ
の
除
外
取
締
と
併
せ
て

農
地
転
用
の
許
可
申
請
中
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
叩
月
上
旬
に
認
可
さ
れ
る

予
定
で
、
認
可
次
第
、
工
事
務
工
の

議
決
を
賜
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
・

い
じ
め
の
実
態

本

年

度

は

減

少

現
在
、
大
き
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の

「
い
じ
め
問
題
」
は
、
マ
ス
コ
ミ
等

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
論
議
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
当
町
の
小
中
学
校
に
わ
ね

け
る

「
い
じ
め
」
の
笑
態
と
そ
の
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
．

答

弁

昭
和
日
・
年
度
の
県
内
に
お

け
る
仲
間
は
ず
れ
、
い
や
が

ら
せ
、
小
突
く
な
ど
の

「
い
じ
め
」

の
笑
態
は
、
小
学
校
で

9
0
4
件、

中
学
校
で
3
1
0
件
発
生
し
て
い
ま

す
が
、
う
ち

8
2
・
7
%が
学
絞
め

指
導
で
解
決
し
て
い
ま
す
。

当
町
て
は
、
小
学
校
に
お
い
て
同

件
、
中
学
校
で
は
日
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
各
学
校
で

「
い
じ
め
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
て

指
噂
し
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
に
比

較
し
、
本
年
度
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

質
問

朝
日
町
福
祉
大
会
を
開
催

9
月
お
目
、
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
、
朝
日
町
社
会
悩
祉
協
議
会
の

創
立
却
周
年
を
記
念
し
た
第
お
回
朝

日
町
社
会
悩
祉
大
会
が
、
悩
祉
に
機

わ
る
人
や
悩
祉
団
体
の
会
U
H
な
ど
約

2
5
0
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
、

み
ん
な
で
悩
祉
の
ま
ら
づ
く
り
を
目

指
す
宣
言
が
係
択
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
だ
っ
て
映
一
与
さ
れ
た
ス

ラ
イ
ド

．あ
し
た
に
向
か

っ
て
」
で

は
、
町
社
会
一拙
祉
協
議
会
の
初
年
の

康
史
や
活
動
ua
ぴ
関
係
悩
祉
間
体
の

行
与
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
朝
日
町
の

民
聞
の
福
祉
活
動
を
み
ん
な
で
々
え

る
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
リ
各
分

野
で
活
動
し
て
こ
ら
れ
た
悩
役
功
労

’... .＿司三二一一ーー一ーー••A.cac::...,・・a」正司伊・・v・・・惨です．
・・・・蜘t・＝，，園内・....

者
へ
の
表
彰
と
、
善
意
銀
行
へ
多
額

の
寄
附
を
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宣
言
・
決
議
で
は
、
朝
日

町
社
会
悩
祉
協
議
会
の
創
立
初
年
を

契
機
と
し
て
、
町
の
悩
祉
を
み
ん
な

で
高
め
て
い
く
維
肥
や
一
袋
望
が
全
日
H

の
拍
手
で
係
択
さ
れ
ま
し
た
・

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
携
績
で
は、

富
山
大
学
教
育
学
部
の
教
佼
泉
敏
郎

さ
ん
が
、
行
少
年
め
教
育
環
療
や
宵
向

紛
化
社
会
の
家
庭
に
つ
い

て
、
思
か

な
経
験
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
さ

れ
、
有
意
義
な
大
会
と
な
リ
ま
し
た
。

大

会

宣

言

要

旨

こ
の
初
年
問
、
社
会
福
祉
は
大
き

く
伸
び
た
も
の
の
、
最
近
は
行
財
政

改
革
に
伴
い

厳
し
い
状
況

に
あ
る
。

町
に
お
い

て
も
高
齢
化

や
倣
家
峡
化

な
ど
が
進
み
、

在
宅
福
祉
を

中
心
に
ニ
ー

ズ
は
多
機
化

し
て
お
り

泊
病
院
の
財
破
断
固

新
総
合
計
画
で
基
本
方
針

質

問

去
る
、

6
月
議
会
の
香
民

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
印
公

立
病
院
の
比
較
経
営
診
断
表
u

の
中

で、

「
経
営
の
健
全
化
な
く
し
て
健

全
な
医
療
な
し
」
と
自
治
省
が
言
っ

て
い
る
よ
う
に
、
将
来
計
闘
を
笑
施

し
て
い
く
た
め
に
は
、

財
政
計
画
が

柱
に
な
る
と
患
い
ま
す
。
一
般
会
計

の
繰
り
出
し
も
含
め
た
依
本
的
な
財

源
対
策
を
講
じ
る
考
え
が
な
い
か
、

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答

弁

病
院
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
、
町
財
政
の
全
体
計
画

の
中
で
、
病
院
事
業
の
補
助
、
出
資

金
の

mM側
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
．然

繊
欠
陥
似
金
の

Mm仰
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
繰
り
出
し
基
燃
を
も
と
に
、
よ

リ
械
鋭
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
が
、
病
院
経
営
の
健
全
化
の
た
め
、

企
業
努
力
を
推
進
し
、
’
N
立
と
依
存

の
調
繁
を
図
り
な
が
ら
、

町
全
体
の

財
政
計
画
の
重
点
施
策
と
し
て

「山朝

日
町
新
総
合
計
画
」
の
中
で
、

基
本

方
針
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
ピ

l
チ
パ
レ
l
大
会

大

会

は

大

成

功

質

問

先
日
、
第
2
副
全
凶
ビ

l

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
税
脅
し
入
会

公
的
の
み
な
ら
ず
民
間
一悩
祉
活
動
に

も
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

悩
祉
関
係
者
は
、
公
紅

一
体
と
な

リ
、
住
民
参
加
に
よ
る
勿
明
る
い
似

み
よ
い
悩
祉
の
ま
ち
づ
く
リ
”
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町、’
.絢2印人ガ•roしだ緬拡大会

福
祉
大
会
で

功
労
者
を
表
彰

大会決議要旨

・福祉関係資金貸付の制度

伍充と利用手続きの簡素化

・福祉団体の活動充実のだ

め町間成の増額

・在宅福祉を高めるボラン

ティ戸活動と同事業の強化

・民間福祉の中ゆとなる町

社協の強化と町援問の狐大

社
会
悩
祉
の
そ

れ
ぞ
れ
の
方
面
で

長
年
に
わ
た
リ
活

動
さ
れ
、
悩
祉
の

向
上
に
尽
く
さ
れ

た
品
目
さ
ん
が
、
県

及
び
町
の
社
会
一
悩

祉
大
会
の
席
上
表

修
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
栄
惨

を
揃
え
る
と
と
も

が
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

町
の

P
R
を
兼
ね
た
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
る
な
ど
、
充
実
し
た
大
会

に
す
べ
き
努
力
を
さ
れ
た
こ
と
は
、

高
〈
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、

当
日
の
天
候
不

順
に
よ
り
、
飲
料
水
等
の
先
れ
ゆ
き

に
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
今
後
も
大

会
を
継
続
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
物
心

両
面
に
わ
た
る
援
助
も
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
・

今
固
め
貌
磐
大
会
を
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ

願
い
ま
す
。

答

弁

第

2
回
全
国
ビ

i
チ
パ
レ

ー
ボ

l
ル
緩
善
大
会
は
、

1

2
9
チ

i
ム
約

9
0
0
人
の
選
手
が

参
加
し
、
昨
年
の

1
1
9
チ

l
ム
7

0
0人
を
大
き
く
上
回
リ
ま
し
た
．

試
合
十
刀
法
も
予
選
リ

l
グ
を
晦
入

し
、
さ
ら
に
、
町
の

P
R
の
た
め
、

備
工
会
青
年
部
、
山
崎
、
宮
崎
地
区

の
ご
協
力
を
得
て
、
町
特
産
自
問
等
の

鰍
売
コ
ー
ナ
ー
を
訟
け
る
な
ど
、
充

災
し
た
大
会

μ
な
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
選
手
並
び
に
観
客

の
万
々
か
ら
好
評
を
縛
し
て
お
り
、

本
大
会
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

小
学
綴
の
統
合
問
題

慎
重
に
取
り
組
む

.＿，. 盲．
2函
連対
物象小
の 児 学
老重校
朽 数 の
化 の 統
が減合
顕 少 問
教：や題

で各は
あ小

に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
会
お
…

願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
・
受

賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。
（
敬
林
略
）

県
知
事
表
彰

…

七

沢

景

明

（
小
在
池
）

民
生
委
員

県
社
会
福
祉
也
・
会
長
表
彰

折
谷
信
一

一笹
川
）
民
生
委

uu

ぬ
端
氏
子
（
上
償
尾
｝

H

問
中
民
子
（凶
三
浦
町
）
H

鹿
熊
久

一（

殿
町
）
遭
族
会
活
動

ヰ
寸
心
芳
｛
殿
町
）
里
綬
功
労

郡
社
会
循
祉
逮
鎗
也
会
畳
表
彰

柚
木
武
雄

（小
吏
）
民
生
委
U
M

一史
田
和
作

｛谷
）

M

風
一
…
坂
伊
三
次
郎
（平
柳
｝老
人
ク
的
動

永

井

浩

｛月
山
｝
児
章
ク
桁
噂

町
社
会
循
祉
也
・
会
長
表
彰

商
関
順
太
郎
（月
山
）
遺
篠
会
活
動

水
野
貫
之
（下
山
新
）
老
人
ク
活
動

平
坂
久
雄
（
平
柳
）
身
障
協
活
動

売す

・.i 

’， J・

J・

， ． 

－
強
会
だ
よ
り
＠

る
こ
と
等
を
総
A
H
的
に
判
断
し
、
避

け
ら
れ
な
い
問
閣
で
す
。

現
花
、
教
育
委
員
会
が
各
地
区
を

精
力
的
に
回
り
、
地
区
代
表
者
の
意

見
を
聴
取
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
小

学
校
め
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
る
の

か
わ
お
聞
か
せ
制
い
ま
す
。

答

弁

第

l
回
の
校
下
別
小
学
校

統
合
に
関
す
る
惣
談
会
の
結

梁
に
つ
い
て
は
、
本
年
3
月
議
会
定

例
会
で
教
育
長
が
答
弁
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
後
、
教
育
委
員
会
で
は
、

8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
校
下
別

想
談
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
リ
、

そ
の
内
容
を
集
約
す
る
と
、
次
の
と

お
り
で
し
た
。

l

昭
和
白
年
符
ゅ
の

3
校
案
反
ぴ

統
合
に
対
し
、
全
校
下
と
も
反
対

怠
u比
が
強
い
。

2

昭
和
白
年
答
申
が
あ
っ
て
か
ら

相
当
な
年
数
も
続
過
し
て
お
り
、

児
童
数
の
彼
移
か
ら
凡
て
も
新
た

に
審
議
機
関
を
設
け
て
．山
内
倹
討
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
怠
見
が
強
い
。

3

今
後
、
組
相
談
会
を
続
け
る
場
合
、

町
の
具
体
案
を
縫
心
せ
よ
と
の
窓

見
が
強
い
。

4

各
小
学
校
と
も
老
桁
化
し
て
い

る
の
で
、
早
急
に
改
築
せ
よ
と
の

要
望
が
後
い
。

以
上
の
よ
う
な
校
下
別
怒
談
会
の

意
見
、
要
望
を
跨
ま
え
、
今
後
と
も

教
育
委
員
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

慎
重
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

.”がと，att:1tL¥a
＠朝日町，m銀行

(8月IIB-9月10日）

。境高桜友泰さんより亡妻サ

ズエきんの供養 として香典返

しの一節を特別養媛老人ホー

ム建設資金として指定寄付

100，αぬ円

前一日、…..…、．

S
盟
凶
〈
也
ぬ
Smω

映
画
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、． -同町’‘..' 

皆
さ
ん
の
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
谷

U

何．q’
級
な
ど
で
、

一M
M位
に
つ
い
て
話

し
合
う
場
合
や
研
修
さ
れ
る
場
合、

そ
の
教
材
と
な
る
映
幽
や
ス
ラ
イ
ド

の
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
利

ト

用
し
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

朝
日
町
社
会
．M
祉
協
議
会
へ
。

．： 
昭 i
和 i
60 5 
年！：下新111•スポーツ大会
日il IOFJ 9日， m 会グラウンド ； 
号 ！） で．郡内3町のお年寄りのスポ

0 ! l ーソ大会が開催されました。

に一一一一一ー二一一一~－；~：ょ；~~…w骨 a
p
o
n
3
F
D
 



生活必需品価格
9月調査分 Hi前月分

品 名 価絡 平均

4ιι， ‘ 所 用 ill; All 同

( i2円~ （中性向t剣・380.nt) 227-230 

アインユペーパー
135～150 

145 
(400枚紙箱入り） ( + 5) 

トイレ γ トペーパー
160 

160 
｛依紙ロール4倒組） ( 0 ) 

本；
4,860 

4.860 
（うるち米・自主流通米） ( 0 ) 

食 ，ミ ン 408 
（普通品 ・l本）

350～450 ( 0 ) 

’ド 肉
350～380 

370 
（中肉・ももJOOg) ( -JU) 

豚 肉
148-198 

172 
（中l勾・もも100g) ｛ー 7)

7 71 ン
195～200 

197 
(I箱） （一 I)

長身 llP 
218～270 

236 
(Mサイズ10（悶） ( +51) 

1こ ま ね ~ 72～148 
100 

（普通J-11l kg) (-3) 

(;f れ 、、 し よ 176 
｛普通品 lkg) 

100～248 (-7) 

キ -¥"" 
，、． "/ 133 

（普通品 lkg) 
100～150 

(-120 

人 参
148～200 

173 
（普通品 lkg) ( + 8) 

し よ ？》 t由 468-48ο 
473 

(I !Sfピン人） ( - 3) 

み そ
318-330 

322 
（並・袋lkg) ( 0 ) 

、／ 一 ス 176 
（並· 360m€ )

175～178 ( 0 ) 

食 用 i由
750～780 

766 
（サラダi由・1.s eビン入リ ） （ー 7)

H t由 1.404～1.460 1.438 
(t!t'.i宰・18t) ( 0 ) 

71 ゾ ／ 

150～152 
151 

（無Sf:レギラー・leuト先リ） （ー I)

〔蹄評〕

前月に比べ．翼制Hが高値となり．生鮮

食品はおおむね安値となりました。

財
務
会
計
ソ
フ

県
雇
用
保
険
標
か
ら

午
後

h
同

…
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、

蜘

…

卜
、
汎
用
ソ
フ
ト

。
日

時

日

月

2
日
1
6
日

6
時
1
午
後
9
時

胸

中

小

事

業

主

の

皆

き

ん

…

。
教
材
料

3
、
0
0
0向

山

労

働

保

険

の

加

入

を

…
1
1
1
I
l
l
i－
－

－

山

首

長

と

は

、

雇

用

保

険

会

…

泊

病

院

か

ら

州

災
保
険
の
総
称
で
す
。
農
林
水
産
業
…

1
1
1
1ト
r
l引い
l
i
l－
－

仰

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
…
医
療
機
器
盤
備
事
業
の
一
環
と
し

川
酬

も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
必
ず
い
て
、
今
年
の
4
月
に
場
人
し
た
全
身

叫

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
政
府
管

…
周

C
T
ス
キ
ャ
ン

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

山

掌
の
保
険
制
度
で
す
。

…
l
断
層
城
山
W
装
置
）
は
、
5
月
か
ら

川
川

県
で
は
、
こ
の
日
月
を

「
労
働
保

一
本
格
的
に
綴
働
し
、
頭
部
、
胸
部
、

川間

険
適
用
促
進
月
間
」
と
し
て
、

加
入
一
腹
部
等
の
診
断
や
手
術
の
通
百
決
定

仰

促
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
加
入
し
て
一
に
大
き
な
威
力
を
発
悔
し
、
ニ
れ
ま

州
川

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
あ
な
た
の
…
で
以
上
に
診
断
が
早
く
な
り
、
迅
速

川

所
属
す
る
商
工
会
、
協
同
組
合
等
に

…
な
治
療
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

川

相
談
す
る
か
、
最
寄
り
の
公
共
総
業
一
に
な
り
ま
し
た
。

9
月
ま
で
の
使
用

山川

安
定
所
又
は
労
働
基
準
監
管
箸
で
、
一

件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

州

早
急
に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

…
5
月
：

i
o
7件、
6
月
：

i
3
8件

h
ド
ー
ー
I
l
li－
－
J

ぃ
。

一
7
月
・
：

1
9
0件、
8
月
：

1
9
4件

！

、

一

お

問

い

ム

口
・
9
月：・
1
2
7
件、
（
こ
の
件
数
に
は
．

E
，

一
わ
せ
、
資
料
…
他
の
医
療
機
関
か
ら
委
託
さ
れ
た
も

白

U
一

－

h
宗

一

也

伊

一

説

5
1
2
2れ
て
い
ま
す

C

）

－F

一

山
県
雇
財
保

H
i
l
l
i－
－

i
l
i－－
1
1
1
1
1

－

－

－

－

［

険

課

か

近

…

大

阪

府

か

ら

く
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
。

J
i
l
l
H
いト
U
1
1
1
1
1
11

1
1
1
i
l
i
l1
1
1
1
11
1
1
il
…
大
阪
府
企
画
部
府
民
文
化
室
で
は
、

黒

部

高

等

技

能

学

校

か

ら

…
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

1
l
i
l
i－
－
1
1
1
11
1
1
1
i
l
…
年
粉
、
居
住
地
、
プ
口

、
ア
マ
を
問

－m郵
高
等
妓
能
学
校
で
は
、
次
の

い
わ
ず
誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
題
材

鵡
習
会
を
行
い
ま
す
。

…
は
自
由
で
す
が
、

「
町
が
す
き
だ
」

版

画

の

彫

り

方

コ

ー

ス

い

「
人
が
す
き
だ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

。
年
白
状
の
版
幽
づ
く
り

…
の
作
品
を
歓
迎
し
ま
す
。

。
口
時

日
月
M
日
（
臼
）
午
前
9

一
応
募
規

定

作

品
の
長
さ
は
3
分
以

時
か
ら
午
後
2
時

一
上
川
分
以
内
と
す
る
。
応
募
期
間

。
教
材
料

5
0
0円
一

昭

和

的
年
ロ
月
同
臼
ま
で
。
賞

大

シ
ー
ケ
ン

ス
制

御

コ

ー

ス

…

賞

l
点
賞
金
印
力
問
、
優
禿
賞
l
山…

ゐ
按
点
、
後
…篠
山
…
の
制
御
機
酬
が
、
法
一
一
賞
金
却
万
円
、
奨
励
賞
3
山
…
川
万
円

本
副
路
、
シ
ー
ケ
ン
ス
図

…

（そ
の
他
副
首
と
し
て
ビ
デ
オ
機
総

。
日
時

日
月
同
日

1
引
日

午

後

一
も
あ
り
ま
す
。）
参
加
賞
ビ
デ
オ
テ
｜

5
時
的
分
i
午
後
8
時

品

分

…

プ

問
い
合
せ
・

応
募
先
一
T
同
大

。
教
材
料

2
、
0
0
0円

一
阪
市
東
区
大
手
前
之
町
大
阪
附
企

パ
ソ
コ
ン
実
務
コ
ー
ス

・

画
部
府
民
文
化
を
ま
で
。

障害基礎年金 ｜ 

Lー納｛情期間州日入期間の%以上必要

Im入者が病気やけがで＼ 一定の障害状態に

なったときに’受車合できます。

しかし．保険料の納付j即日l間が加入Wl間の

3分の 2以上ないと受給できません。

なお．初診日が昭和71年 4月 l日前にある

1￥害につい

ては，現行

どおり ．初

診日の前々

月までの l

年間に保険

料の未納が

なければ’走

けられます。

現行では．防：答n-.ih!：年金が支給されていま

すが．新制度では，附：主fi',¥fll：年金はなくなり ．

隙：古島L縫年金に一本iヒされ＇20;'.&lJljの防：；！；：の

方にも20裁になったときから｜符持法縫年余が

支給されるようになります。

〔表 l〕

l
i
t－
－
F

．， 
．．
 
，

…

v
二
日
酔
い
に
迎
え
消
は
大
ま
ち
が

引
閏

Z
M
A
Eコ

…

ぃ
、
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
手
。

E
I
H目
目
』
U
U
U
H
U
UU
U』
M
U
…
お
酒
の
好
き
な
方
、
だ
る
い
、
疲

届
R

h

’J
コ

ミ

…
れ
や
す
い
、
む
く
み
、
腹
が
張
る
、

1
1市
闘

γ
J
H
M冗
L

ヤ寸
4
L

…
黄
だ
ん
等
の
症
状
に
気
付
い
た
ら
、

！

－
 

困
園
周

da・
司
百
日
ザ
－
U

「
て

一
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

と
P

J

ま
5
…
震

の

献

血

匝
聞
ヨ
．
，
T
S
＼

1
V芦
』
出
胃
M
門
」

…

協

力

者

名

1
9
月
実
施
分
－

E
E
－－L
E

r

a
－2
2
h
w

、，A
a
t
A
F
A
a

，IL

3
4
4
・q
jJ＼一丘
町
コ

…
境
地
区

水
品
千
皇
、
水
島
美
知
チ

、，

e
a－－町
二J

J

、為
一f
L

b
t臥”

ιιJ－＼
J
J」

…
宮
崎
地
区

嘉
義
岳
有
称
、
背
局
弘
美
、

l

f

k
．一

金
チ
道
代
、
加
藤
智
恵
美
、
野
聞
広

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
肝
臓
が
密
後

…
宣

な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
出
〈
知
ら
…

笹
川
地
区

竹
内
康
問

れ
て
い
ま
す
。
上
手
に
飲
ん
で
肝
臓
一
泊
一
区

村
沢
治
、
松
小
康

f
、
子

を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
。

一
凶
義
光
、
居
波
正
士一心

飲

ん

だ

ら

食

べ

る

…

泊

ニ

区

村

口
隆
志
、
寺
岡
苧

一、

ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
は
、
空
腹
時
一
十
日
市
三
郎
、
金
井
彩
、

寺
国
政
一

、

に
速
く
、
食
物
と
一
緒
に
飲
む
と
巡
…
山
国
義
光
、
居
波
市
一子
、末
上
典
子
、

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
卵
、
肉
な
ど
一
丸
山
武
司
、
上
出
茂
美
、一周
谷
息
子
、

は
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
を
緩
和
し
、
…

長
津
紀
子
、
治
水

一
徳
、高
浜
修
二
、

悪
酔
い
を
防
ぐ
の
に
効
果
的
で
す
。

一
附
本
初
正
、
足
立
雄

一

適

量

を

守

る

一

泊

三

区

wm陽
チ
、
谷
口
直
行
、
米

側
人
間
人
が
自
分
の
通
H
Mを
知
リ
、
…
沢
学
三
、
滋
閉
純
子
、
れ
田
誠
、
大

気
分
や
体
調
の
必
い
と
き
は
、
訟
を
一
付
治
子
、
長
谷
宏
、
坂
藤
小
織
、
減

控
え
ま
し
ょ
う
。

一
回
美
和
、
中
隊
謙

一
郎
、
古
江
雅
広
、

毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い

一
土
師
清
之
、
大
村
先

ア
ル
コ
ー
ル
を
体
の
中・か
ら
抜
く

…
五
箇
庄
地
区

涜
水
弱
、
鍛
治
則
円

一
、

臼
を
も
う
け
、
別
臓
だ
け
で
な
く
回
同

一
篠
回
多
喜
子
、
広
田
恵
子
、
山
悶
悦

腸
に
も
休
み
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

…
子
、
沢
谷
和
代
、
佐
渡
敏
崎
、
舟
見

上

手

な

酒

の

さ

か

な

・

誠
悦

桝
の
さ
か
な
は
、
肝
臓
の
働
き
を

…
南
保
地
区

瀬
戸
伸
文
、
上
回
型
、

強
め
る
良
質
の
た
ん
ぱ
く
伐
を
含
む

…
長
崎
清
志
、
勝
原
努
正
、
長
崎
孝
行

卵
・
白
…

・
肉

・
大
以
や
ビ
タ
ミ
ン
品

…
山
崎
地
区

水
野
と
み
、長
沼
作
三
、

の
多
い
食
品
を
選
び
ま
し
ょ
う
ゐ

一
弘
口
伴
、
山
本
子
存
、
水
野
洋
r
丁、

｛
ビ
タ
ミ
ン
恥
を
多
〈
含
む
食
品
、
…

J
M
水
明
代
、
長
津
久
ニ
チ
、
谷
口
敏

や
つ
め
う
な
ぎ
、
レ
バ
｜
、チ
ー
ズ
、
一
敏
、
愛
場
栄
、
遺
沢
幸
彦
、
九
m小山陽

ベ
ー
コ
ン
、
卵
、

納
以
な
ど
）

二
日

酔

し

た

ら

一

大

家

庄

地

区

山

阿
久
刷
、
中
島
敏
、

V
利
尿
作
川
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

・
れ

…
附
悶
貯
美
、

ボ
回
久
子
、
広
川
芳
、

茶
を
飲
み
ま
し
ょ
・

1

一
川
瀬

一
二
美
、
山
岡
忠
チ
、
山
崎
明

V
水
分
補
給
の
た
め
に
、

ト
マ
ト
ジ

一
f
、
消
水
和
美
、
能
沢
昭
チ
、
能
川
れ

ユ
ー
ス
、
レ
モ
ン
ス
カ

プ
ンュ

、
一
美
勺
、
坂
口
美
和

f
、
怖
は
辺
川
丹
、
高

牛
乳
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

…
島
秀
昭

（
乃
名
）

表 lのとお りです。

年額75万円
( )] ~（：i6万2. 500PJ) 

年額60万円
（｝τl官民5万円）

〈子の加算が付きます〉

《20歳前の障害者》

障害総礎年金の古（iii'

1級障害

2級障害

p
o
n
ヨ円
b

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

消
火
器
の
悪

質
販
売
が
増

え
て
ま
す
。

ケ
ー
ス
①

セ

ー
ル
ス
マ
ン
に

「国

で
は
、
消
火
器
の
設
備
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
備
え
て
な
い
と
、
罰
金
ぐ

ら
い
で
は
済
ま
な
い
・
と
言
わ
れ
、

購
入
し
た
。
数
日
後
、
設
置
義
務
の

な
い
・

－と
が
分
か
り
返
口
聞
を
申
し
出

た
が
、
業
者
は
応
じ
て
く
れ
な
い
。

ケ
l
ス
②

セ

ー
ル
ス
マ

ン
が
訪
ね

て
き
て
、
「
町
内
会
で
消
火
器
を
販
売

し
て
い
る
。
お
隣
り
も
購
入
し
た
」
と

言
う
の
で
、
買
っ
て
し
ま
う
た
。

ケ
l
ス
③

「
消
火
総
の
点
検
に
米

た
」
と
言
う
の
で
、
消
防
苦
か
ら
来

た
も
の
と
勘
違
い
し
、
消
火
穏
を
購

入
し
て
し
ま
ゥ
た
。
返
品
し
た
い
。

回

答

名

家
・
妊
が
、
災
害
に
対
す

る
備
え
を
す
る
こ
と
は
大
切
な
・
｝
と

で
、
消
火
総
の
設
置
も
そ
の

一
つ
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
、
法
的
に
は
、

例
々
の
家
庭
に
消
火
総
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
相
談
例
め
よ
う
に
、

あ
た
か
も
公
的
機
関
や
地
成
の
組
織

か
ら
の
訪
問
の
よ
う
に
装
い
、
設
置

義
務
を
強
調
す
る
な
ど
し
て
、
消
火

器
を
販
売
す
る
悪
質
な
や
り
方
が
後

を
断
ち
ま
せ
ん
。
な
か
に
は

「消
防

署
か
・
句
米
た
」
と一一
G
う
ケ
！
ス
も
制
限

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
署
民
は
消

火
絡
め
版
売
や
点
検
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
後
に
な
っ
て
〆
か
た
り
商
法
H

と
気
づ
い
て
も
、

f
虚
偽
の
説
明
仰

の
ι
込
征
が
困
難
な
ど
の
理
由
で
、

多

く
の
場
合
、
解
約
で
き
ま
せ
ん
。
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思

っ
た
ら
消
防
署
に
述
絡
を
。

消火”のf’L売りに気をつげよう

~f-~ ~ぺ
j1 
トZ
I＼＇ 吟

イ安f
乏い
ぜ。

しかし受給者に扶薬されている 18r:.R未満

の fや20歳前の附符の rがあると きは． 「r
の川ltt：」が付きます。（表 2)

加算対象の子 加算額

第 1子・第2子 各 180,000円
0人につき） （月額 15,000円）

その他の 子 各 60,000円
( 1人につき ） （月額 5,000問）

〔表2〕

－
昭
和
印
年
刊
月
号
。



空旦20日～10月19白ーコ

：朝日中学校が大健闘

第 2回高山県中学校駅｛ぷ銭Aよ大会Ii.

9 fl298‘ 耐の中， 小杉町A.附山ラ ン

ド周辺で開Ill：されました。

今大会のコースLt.起｛たの多い21.2 

キロ 人を 7l？＜~ Htlに分け． 7人がリレー

して鋭いイ判、ました。

県 ドti4校の参加校のq1，制 ll中学校

: tま初参／Jllながら． 作lベ聞とも充分に1J

；を出し切JI). 9 f立：（ 1 時llll12分25紗）

とダークホース，i：リを発l＇－しました。

なお． 大焔成入手守が 6L6：聞で3f立に

：入賞しました。

選手の符 さんIi；）.；のとJ-;りです．

9H15日．制H町民総合グラウン ド ；惨寺Illk久也（3年） 山崎険（3年）

で.W.37凶 4•h 3 m；付抗陸上綬役大会 j 安達税制 ( 2年） 減l見事HJ(3王手）

が｜副総されま した。 ： 巾井 術史（3年 ） 大儒成人（3年 ）

ニの大会Ii.市山．新潟I占j県にまた j 内川 誠｛3 if) 

がる 4m 3 m；の｜み 1-.銭妓大会で＼訂正手 ・
： •φ学駅伝で健闘した宙さん

の伝統があります． ：ー園

初｜臼宙IでIi.16年ぷリに開催され．

勺Uは.f交uやi選予約500人が参加し．

然械を繰 り広げました。

成績 （入賞r.のみ）

砂160υ；。 1 f_.i: fJf ~露政仰 （大家l七）

惨150M‘ 1f!i: L長谷相也 （j菊 保）

砂100；‘ I f占．稲村正伝子 （大家庄）

特日IJ-1:<.•i（~がfrわtl.次いて’1iil総勝．大胆

鈴木将、H＼：らと ともに友好都市を代炎

し て．抑制fL毛がl·ll/it~ 述べる とと もに．

持参した記念品を附リ .301局長ドを Ml~ 、

ました内

なお．当日式典に先立ち．友好者II市

を記念：して．側同町内町木 「ヒメコマ

ツ」のIii（聞も行われま した．

県中学駅伝競走大会

L_ _ _ 

a新釜石市首FβO周年記念式典

スポーツ大会成績

ょの「｜り際~H，年記念．の必J Lt. W, 

のJi林公社が山崎’I ＝.煤： f.Ht.:*li｛~か ら 4

ヘクタールの1111也を｛行。ji：げて造成．

符n.するもので．ニの !iii. 長さ約35

センチの占：Illスギの1W..f什 .5α｝本金60ア

ールにわたゥて4耐えま した。

準決勝

笠イi『！？と周辺4か村の合併による新釜

イI111制30問if・・－記念式典が．このH午前

J(川、干から益イlilih＇：；文化会館大ホールに

谷界の代炎者約 l.200人の出席・のもと

に行われまし f：。

式典でl;t.浜川市長のあいさつのあ

と．朝日町Ill.f.1-の浜川事松氏 t釜イirli 

漁協i盛合会）をはじめll人． 21剖i本の

・::¥ 崎 3 -2 LIJ曲者4支古I>

山崎5支部 13-I 治水町

決勝
111附5支部 7 -6 H 附

｛山崎 5支持llliZ年連続優勝）

第9田町内対抗
ソフトボール大会

i 10月18日
j新釜石市制30周年

10月ア自
国際森林年配念の森を造成

宮崎？吉弘i寺地内で．朝日町結化推進

委貝会と県岐び県j圭林公社に よる愉ff

てよう 小さな身・から大きなt'i.f-t¥＇＇をキ

ャッチヴレー ズにした 「国際ゑ林年記

念のみJ の造成制閉が関係者約40人の

参1111を得て行われました。

V立山スギの笛フ択を値える毒事加者

10月3日，第 3分間に新しい消防引

が配潰されました。

これは．従来使用していた消防車が

若朽化したためで．新しい消防車Ii.

凶O馬力で 1分間に 2.800リットルの

放水能力をもち．油火災に対処するた

め発泡原液60リノトルを械級する等．

各椅火災に対応できる高性能の新鋭が

です3

開

司

会邑

・
1

車

，

日
防

3
消

月
鋭

刊
新

四

.新しく灘入された消防車

tt；まし fょ．

小山秋次 （70愈）山崎26番地の 1

10月2日
「町長と語る会」始まる

今年もlOJJ2 Hの＿／i.問地区を皮切

りに．「町長と語る会Jが始まりました。

町では． 生活に常務した町民の生の店：

見や要望を町J政に反映させようと．聞

かれた町政の一環として毎年この時期

に．地元選出議員のJ出席のもと．「町長

と語る会J を開催しています。

この『語る会J は． まず． 各地区の

望書ーをや質問事項を（）＜：長さんをj凶じてあ

らかじめ提出していただき． 事jjijにIi二

議 （課長以上出席）で内谷を検.Hし．

Blfとしての考え方をまとめ．会の1,t十．

で仔さんに報告します。その後．その

鰍行内脊について質疑応終する舵で~

め られ． さらに．その場でf足IHされる

問題についても．その場で問！？ちし てい

きます。

こうして.lltl 6 tiの局地収ま で10

I rr！にわたリ 谷地区を巡恒l していき，~

＊~J された意見は． 次年l支－f l干の中 に’t:.

かされていくことになっています。

v五箇圧~区で開かれた「町長と題る会J

9月23日
松倉さんが特選に

9 ) J 2311. 愛－

h安保校山111j直後

の松山市立n見

記念1呼物館でl捌
かれた第201吋イ・

胤~！fi彬令｜五.lf1~'i1J 

大会てコ 小児科

医でf）ド人の怯ft1・月前さん（本名店和l~.（，） 

さんが校11J した ”仰の~II ＜どさと 身を

置く 持さかな砂が見・1；；に特選にi釜ばtt.

表彰されま した。

特jぎの'r1Jli, ｝誌 illへI ll ・I~に 11\Hトけた

ときの作品で． 衿くてやり切れぬ思い

てヲI］！ドに来リ．どさ サとがI物をは うリ

出すように1奄fff,に体をドした準点な気

持ちを詠ん！.：..＇むの。

松合さんは· ＇伝統ある tE I刈 r縦の~fi

彩全l司俳句大会に人'ftしたのは大変う

れし L、。これからし車内j並して．良い俳

句を作ゥていきたいり と作ぴを;!ftって

おられましたe

10月T日
新しい教育委員を任命

II｛｛手1160年第 5 1口］ ~集会定例会で. ff: JUI 

満了にf't＼う 朝日町教Ti'fi ti会の~u を

任命するため．

1.;J.G：を；Rめる裟

｛午が卜J'r・さit.

議会の！日rn:：を受

け．；大のJjかlυ

J) I I 1析しい教

if fl: itに任命さ

4市3郡対抗
陸上競技大会

.ぼくの手，続けたか怠

｜多国の同紙｜

9 ) l 2711午後．大家庄小乍校で

Ii.全校児1釈による焼き 下集会を

f tいま した．

こitli. 今年の本から I・ 2・

4埼玉’hがfi'Pl!してきた約60・1<Jiん

の’Y：校~I申lから．がJ50 ・ . ( 200flAI l 

のサツ＇？ 'j-:を収掩したニとから．

その ~·｛.ぴをみんなで分ち｛~おうと

miかiif. （， のてに小校災の旬IIの I・

に•＂（：~. りI］ に 6 つめモ 1 ガラの山 を

{10り．午1iiJ9 11.~~ き’に 火を人Il. 

｜・分に火カ・lul’Jた午後 lH与じ（iに．

I llAI I flAI $］｛紙にaんf！サツマ下を

ij • に人.I t て焼さ ｜：げま し た 。

先サ：．の 「焼けたよ J の，！iにみん

な－rrlニ1'1分グ）・r・を似リ :I＼し．焼

きたての'rをぷ食しました。

みんな rJ；~、しいけど．アツイ J

をj世党． "'.(1て’包んで食べる ri
いて人；MYでした
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本

の

紹

介

「続

・
神
済
都
語
」

清
原
為
芳
氏
著
書

制
H
町
の
い
い
必

η
ぷ
を
初
介
し
た

「
神
済
協
訴
」
の
絞
川
ぶ
伝
説
の

続
き
口
話
1
山
川
を
集
U
M

は
か
に
、
制
円
聞
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「
ふ
る
さ
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の
わ
仏
を
た
ず
ね
て

？
以
上
記
」
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、
T宇
1！＇）－~ . ~ 

f’f~ 'i f暑， F

、~ • 

「
「
供
の
い
い
成
あ
そ
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」

「
民
家
を

た
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ね
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絵
馬
村
川
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万
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と
解
説
文
付
き
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ω載
し
て
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す
匂

J
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ぬ
さ
ん
か
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、
ニ
の

「
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・
州

市
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川
州
』
の
寄
附
を
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け
ま
し
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「延

段

しし
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へ
の
刷
。い
り

M: 

~： 段
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~ --
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A全国大会に出.した選手を囲んで

朝日町婦人消防隊

全国大会で優秀賞
須
山
ユ
キ
エ

。化
別
し
た
「

へ
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朝日目r 11-~1 人消｜リj隊 （ ＊－1H'll f桁様

ri・.諮問ヨ ンイさん．坂U時 fーさん，

何｜川＇l~rll紀－r さん ． Ill村淑 fーさん．谷

Ill'作rさんの6人）は. IOJlnH, 

償ii~ diの l:H~消防協会中央il'I1:Ji訓練

場舎でfrわれた第 1lul全｜正JM人dillJjj弘

法大会 （日本消防協会主Hi＼） に泌山

県代表としてti＼場 し．俊秀賞（：参勝）

にま軍き．負・ti::とl行を受賞しまし た。

l • il消防隊Lt . ~Jlrl 町に組織されて

いる 4隊の叫人消防隊の中から湿紘

されたメン’〈ーで．勤務や夕食の付－

l.e'.など忙 しい.：1".M業の合！日lをぬって．

6}1r11'iりから連日連夜にわたり 訓練

に励み大会に臨みました。

大会には，全国から都道府県代表

47チームが参加し．その伐を餓いま

した。

その中で．朝 日町消防j隊Lt.機敏な

動作とチームワー クで 3本のホース

をつなさ二 正儀な紋水で際的 （ビー

チボール）を59.7紗で混とす好成総

て二 優秀賞－を後得したものです。
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世帝数 5.063(2) 計18.662（ー14)女 9.858(-2) 〔10月1日現在の人ロ〕男 8.804（一12)


